
重点施策に位置付く事業について

重点 事業名 事業の内容 工夫点 参加者数 実施日 実施場所 その他の実績 重点施策名称 項目

日本舞踊に学ぶ’ 和’
の作法

小・ 中学生を対象に、 着物の着方の
練習、 日本舞踊等を体験する ワ ーク
ショ ッ プを 行っ た。

例年、 参加者の抽選倍率が高い横
浜、 横須賀の２ 会場を 午前・ 午後の
２ 回実施と し 、 よ り 多く の方に参加
し ても ら った。

129人
①2023年７ 月22日、 23日
②2023年７ 月29日、 30日
③2023年８ 月２ 日、 ３ 日

①横須賀市文化会館
②秦野市立本町公民館
③県立青少年センタ ー

ワ ーク ショ ッ プの総合的な満足度を 聞い
たアンケート の結果、 55人（ 回答者数）
から 「 と ても 満足・ やや満足」 と の回答
があった。

伝統的な文化芸術の継
承者の育成・ 支援 (ア)

能楽ワ ーク ショ ッ プ
小学生と その保護者を対象に、 謡
曲・ 楽器の体験や能の鑑賞のワ ーク
ショ ッ プを 行っ た。

―
①26人
②11人
③29人

①2024年１ 月20日
②2024年２ 月11日
③2024年３ 月３ 日

①茅ヶ 崎市民文化会館練
習室１ 兼ミ ニホール
②サン・ エールさ がみは
ら 多目的室
③青少年センタ ー練習室

―
伝統的な文化芸術の継
承者の育成・ 支援 (ア)

相模人形芝居学校交流
ワ ーク ショ ッ プ

高等学校等において、 伝統芸能への
関心を喚起し 、 団体の活動の紹介や
上演等を 行う ワ ーク ショ ッ プを行っ
た。

公演に加え、 座の歴史や人形の解
説、 人形の操作体験など を交えて構
成し た。

①279人
②251人
③174人
④160人

①2023年９ 月27日
②10月24日
③11月５ 日
④12月７ 日

①座間総合高等学校
②足柄高等学校
③中央農業高等学校
④平塚中等教育学校

―
伝統的な文化芸術の継
承者の育成・ 支援 (ア)

かながわ伝統文化こ ど
も 歳時記

子ども と その保護者を対象に、 伝統
芸能のみなら ず、 年中行事やお祭
り 、 昔話や伝承遊びと いっ た、 生活
に密着し た地域の伝統文化が持つ魅
力を、 多彩なプロ グラ ムを 通し て紹
介し た。

・ ホールだけではなく 、 ホワ イ エ空
間や屋外も 使っ たプロ グラ ムを展開
し た。
・ 複数回のＷＳ を経て成果発表ま で
行う ＷＳ を実施する こ と で、 参加す
る こ ども 達の成長や達成感を 高め
た。

555人

メ イ ンプロ グラ ム　 2024年
１ 月18日
事前ワ ーク ショ ッ プ（ 講
談・ 日本舞踊） 2024年１ 月
14日、 ２ 月12日、 ２ 月18
日）

青少年センタ ー紅葉坂
ホール、 同ホワ イ エ、 ス
タ ジオHI KARI 、 交流ス
ペース

アンケート では「 大変よ かった」 と 「 よ
かった」 を 合わせる と 99. 0％にのぼった
（ 昨年度は93. 3％） 。

伝統的な文化芸術の継
承者の育成・ 支援 (ア)

カナガワ 　 リ ・ 古典プ
ロ ジェ ク ト 　 i n 海老
名・ 山北

海老名市を 舞台に山北のお峰入り 、
大谷歌舞伎など のホール公演やワ ー
ク ショ ッ プなど 様々な企画を実施し
たほか、 山北町ではサブ会場と し て
お峰入り の歴史・ 体験ブース の設置
やハイ キングツ アーを行っ た。

山北町で事前PR等を行い多様な媒体
によ る 広報活動等も 功を奏し 、 海老
名の公演は過去最大の人数の集客に
繋げる こ と ができ た。

来場者数：
（ 山北町）
ブース 参加者403人
ツ アー参加者30人

（ 海老人市）
公演850人
ワ ーク ショ ッ プ29人

（ 山北町）
2023年10月８ 日
（ 海老名市）
2024年２ 月11日

山北のお峰入り 会場（ 川
村小学校、 大野山、 神明
社他

海老名市文化会館
海老名市自由通路

―
文化財や伝統的な芸能
など を活用し た文化芸
術の発信

(ア)
(イ)

かながわの太鼓
神奈川県太鼓連合加盟６ 団体参加
し 、 創作太鼓の演奏を披露し た。

令和４ 年度同様に、 事業の周知を目
的と し て入場料を無料にし て開催し
た。

368人 2023年11月５ 日 県立青少年センタ ー ―
文化財や伝統的な芸能
など を活用し た文化芸
術の発信

(イ)

相模人形芝居大会

国指定重要無形民俗文化財ま たは県
指定重要無形民俗文化財に指定さ れ
ている 相模人形芝居の５ 座が一堂に
介し ての合同公演を開催し た。

公演の合間に人形に触れる 体験がで
き る 時間を設け。 伝統芸能を よ り 身
近に感じ ても ら える 工夫を行った。

出演団体数： ５ 団体
観覧者： 846人 2024年２ 月23日

青少年センタ ー紅葉坂
ホール

―
文化財や伝統的な芸能
など を活用し た文化芸
術の発信

(イ)

歌舞伎鑑賞教室

文化芸術の鑑賞機会の充実と 活動の
場づく り の一環と し て、 県民の伝統
文化への理解を 促進し 、 継承、 発展
への機運を 盛り 上げる ために、 青少
年･一般県民を対象に、 歌舞伎を上
演し た。

昨年度に引き 続き 親子券を導入し
た。 ま た、 団体申込のう ち、 希望し
た学校に対し 、 事前レ ク チャ ーを実
施し た。

1, 209人
2023年７ 月26日、 27日　 全
４ 公演

青少年センタ ー紅葉坂
ホール

アンケート では、 ４ 公演を 通算し て「 大
変良かった」 「 良かっ た」 を合わせる と
95. 8％にのぼった。

文化財や伝統的な芸能
など を活用し た文化芸
術の発信

(イ)

人形浄瑠璃文楽

文化芸術の鑑賞機会の充実と 活動の
場づく り の一環と し て、 県民の伝統
文化への理解を 促進し 、 継承、 発展
への機運を 盛り 上げる ために、 青少
年･一般県民を対象に、 人形浄瑠璃
文楽を上演し た。

文楽人形によ る 観客出迎え及び記念
写真コ ーナー設置、 文楽関係写真パ
ネル展示を行っ た。

1, 130人 2023年10月15日　 全２ 公演
青少年センタ ー紅葉坂
ホール

アンケート では、 ２ 公演を 通算し て「 大
変良かった」 「 良かっ た」 を合わせる と
91. 8％にのぼった。

文化財や伝統的な芸能
など を活用し た文化芸
術の発信

(イ)
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重点施策に位置付く事業について

重点 事業名 事業の内容 工夫点 参加者数 実施日 実施場所 その他の実績 重点施策名称 項目

かながわ児童劇グルー
プ交流会( かながわ人形
劇フ ェ ス ティ バル)

地域で人形劇など の児童文化活動を
行っている アマチュ アグループに活
動成果の発表と 相互交流の場を提供
する 事業と し て実施し た。

出演団体の募集について、 高校や短
大で活動し ている 複数の人形劇サー
ク ルにも 出演協力を依頼し た。

364人
2024年２ 月24日、 25日
全４ 公演

青少年センタ ース タ ジオ
HI KARI

出演団体の熱心な意見交流が行なわれ、
充実し た交流会と なっ た。

子ど も ・ 若者の体験機
会の確保・ 充実

青少年芸術劇場

青少年に優れた舞台芸術を 鑑賞する
機会を提供し て舞台芸術に対する 理
解を深め、 豊かな人間性を 育むと と
も に、 県民に鑑賞する 機会を提供す
る こ と を 目的に、 第308回青少年芸
術劇場『 What’ s SAMBASO―古典芸
能の可能性』 を 実施し た。

・ 施設の開館60周年及び紅葉坂ホー
ルリ ニュ ーアル記念と 位置づけ、
「 三番叟」 と いう 演目が持つ様々な
魅力を若い人に伝える ため、 杉原邦
生と 木ノ 下裕一と いう 比較的若い
アーティ ス ト によ る 企画・ 進行と し
た。
・ 演劇部やダンス 部の中高生を多数
招待し た。

477人 2023年７ 月23日
青少年センタ ー紅葉坂
ホール

・ アンケート では、 「 大変良かった」
「 良かった」 を合わせる と 98. 7％にの
ぼった。
・ 神奈川新聞文化部の取材記事が掲載さ
れた。

子ど も ・ 若者の体験機
会の確保・ 充実

紅葉坂舞台塾
青少年が舞台芸術に関する 様々な分
野を複合的に学べる 舞台塾を開講し
た。

募集に際し 、 演劇コ ース のある 学校
等への広報に力を注いだ。

塾生： 14人
成果発表公演観覧者
数： 240人

2023年11月～３ 月
※レ ッ ス ン
成果発表公演： 2024年３ 月
23日、 24日

青少年センタ ース タ ジオ
「 HI KARI 」

成果発表公演の一般発売は完売し た。

子ど も ・ 若者の体験機
会の確保・ 充実／子ど
も ・ 若者の創作活動の
支援によ る 人材育成

歌舞伎鑑賞教室

文化芸術の鑑賞機会の充実と 活動の
場づく り の一環と し て、 県民の伝統
文化への理解を 促進し 、 継承、 発展
への機運を 盛り 上げる ために、 青少
年･一般県民を対象に、 歌舞伎を上
演し た。

昨年度に引き 続き 親子券を導入し
た。 ま た、 団体申込のう ち、 希望し
た学校に対し 、 事前レ ク チャ ーを実
施し た。

1, 209人
2023年７ 月26日、 27日　 全
４ 公演

青少年センタ ー紅葉坂
ホール

アンケート では、 ４ 公演を 通算し て「 大
変良かった」 「 良かっ た」 を合わせる と
95. 8％にのぼった。

子ど も ・ 若者の体験機
会の確保・ 充実

かながわ伝統文化こ ど
も 歳時記

子ども と その保護者を対象に、 伝統
芸能のみなら ず、 年中行事やお祭
り 、 昔話や伝承遊びと いっ た、 生活
に密着し た地域の伝統文化が持つ魅
力を、 多彩なプロ グラ ムを 通し て紹
介し た。

・ ホールだけではなく 、 ホワ イ エ空
間や屋外も 使っ たプロ グラ ムを展開
し た。
・ 複数回のＷＳ を経て成果発表ま で
行う ＷＳ を実施する こ と で、 参加す
る こ ども 達の成長や達成感を 高め
た。

555人

メ イ ンプロ グラ ム　 2024年
１ 月18日
事前ワ ーク ショ ッ プ（ 講
談・ 日本舞踊） 2024年１ 月
14日、 ２ 月12日、 ２ 月18
日）

青少年センタ ー紅葉坂
ホール、 同ホワ イ エ、 ス
タ ジオHI KARI 、 交流ス
ペース

アンケート では「 大変よ かった」 と 「 よ
かった」 を 合わせる と 99. 0％にのぼった
（ 昨年度は93. 3％） 。

子ど も ・ 若者の体験機
会の確保・ 充実

日本舞踊に学ぶ’ 和’
の作法

小・ 中学生を対象に、 着物の着方の
練習、 日本舞踊等を体験する ワ ーク
ショ ッ プを 行っ た。

例年、 参加者の抽選倍率が高い横
浜、 横須賀の２ 会場を 午前・ 午後の
２ 回実施と し 、 よ り 多く の方に参加
し ても ら った。

129人
①2023年７ 月22日、 23日
②2023年７ 月29日、 30日
③2023年８ 月２ 日、 ３ 日

①横須賀市文化会館
②秦野市立本町公民館
③県立青少年センタ ー

ワ ーク ショ ッ プの総合的な満足度を 聞い
たアンケート の結果、 55人（ 回答者数）
から 「 と ても 満足・ やや満足」 と の回答
があった。

子ど も ・ 若者の体験機
会の確保・ 充実

能楽ワ ーク ショ ッ プ
小学生と その保護者を対象に、 謡
曲・ 楽器の体験や能の鑑賞のワ ーク
ショ ッ プを 行っ た。

―
①26人
②11人
③29人

①2024年１ 月20日
②2024年２ 月11日
③2024年３ 月３ 日

①茅ヶ 崎市民文化会館練
習室１ 兼ミ ニホール
②サン・ エールさ がみは
ら 多目的室
③青少年センタ ー練習室

―
子ど も ・ 若者の体験機
会の確保・ 充実

共生共創事業
シニア劇団やシニアダンス 企画の運
営、 障がい者等が参加する 舞台公演
等を実施し た。

集客公演を実施する と と も に、 動画
配信の手法も 活用し 、 共生社会の理
念を 普及し た。

8, 969人
再生回数： 28, 116回
公演等回数： 37回

2023年４ 月～2024年３ 月

オンラ イ ン、 横須賀市立
青少年会館、 横須賀芸術
劇場、 綾瀬市オーエンス
文化会館、 小田原三の丸
ホール、 津久井やま ゆり
園　 等

高齢者・ 障がい者等へ
のアウ ト リ ーチ等によ
る 体験活動の充実

(ア)
(イ）

県営団地における シニ
ア合唱事業

県営団地において、 住民等を対象に
合唱事業を 行う 。

音楽に親し むためのバイ オリ ンやピ
アノ 等のコ ンサート も 実施し なが
ら 、 合唱のレ ッ ス ンを 実施

2, 552人 2023年４ 月～2024年３ 月 各県営団地（ 10か所）

桜美林大学と 覚書を締結し 、 学生を イ ン
タ ーンシッ プと し て本事業に派遣。 学生
は運営を支援。
県立音楽堂にて成果発表会を実施

高齢者・ 障がい者等へ
のアウ ト リ ーチ等によ
る 体験活動の充実

(ア)
(イ）
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重点施策に位置付く事業について

重点 事業名 事業の内容 工夫点 参加者数 実施日 実施場所 その他の実績 重点施策名称 項目

オープンシアタ ー2023
県民ホールにて、 ホールを 身近に感
じ ても ら う 取組と し て、 オープンシ
アタ ーを 開催し た。

バッ ク ス テージツアーや無料ロ ビー
コ ンサート 等も 実施し た。

1, 523人 2023年８ 月19日 県民ホール本館
大ホール公演では、 ダンス 劇公演におけ
る 視覚障がい者向け音声ガイ ド に取り 組
んだ。

多文化理解の推進

子ど も と 大人の音楽堂
＜子ども 編＞「 せかい
はと も だち！」

夏休みの子ども 向け音楽体験企画。
多文化共生をテーマに、 舞台、 ホワ
イ エでのパフォ ーマンス のほか、 ホ
ワ イ での工作ワ ーク ショ ッ プや様々
な国の遊び等の文化紹介、 様々な言
語によ る 絵本コ ーナー設置、 読み聞
かせなど 多様な体験ができ る ワ ンデ
イ フェ ス ティ バル。

神奈川、 横浜の多文化環境に留意
し 、 横浜市国際交流協会の協力で英
語、 中国語、 韓国語、 ポルト ガル語
の言語サポータ ーを配置し て、 当日
は多言語場内アナウ ンス を行う だけ
でなく 、 チラ シや公立小学校への保
護者向けレ タ ーも 多言語表記にする
など 、 昨年度に引き 続き 踏み込んだ
サービス を行っ た。

507人（ 延べ）
2023年７ 月29日 音楽堂

「 紅葉ケ丘ま いら ん」 参加館と も 連携
し 、 外国の絵本コ ーナーは県立図書館、
横浜市中央図書館の協力によ る プロ グラ
ム構成を実現し 、 中華街獅子舞の練り 歩
き 出発点に横浜能楽堂を選ぶなど工夫し
た。

多文化理解の推進

あーすフ ェ ス タ かなが
わ2023

多様な国籍文化や民俗の違いを理解
し 、 認め合う こ と のでき る 多文化共
生社会の実現を めざし 、 「 あーす
フ ェ ス タ かながわ2023」 を 開催し
た。

実施会場拡大や企画内容の充実を図
り ながら 、 象の鼻パーク 周辺で開催
し た。 来場者の回遊性を考え、 従来
の企画に加えてス タ ンプラ リ ー企画
等を 行っ た。

約１ . ２ 万人 2023年12月３ 日
象の鼻パーク 、 神奈川県
庁本庁舎

アンケート の結果、 約88. 4％の人が「 と
ても たのし かった」 「 たのし かった」 と
回答し ている 。

多文化理解の推進

紅葉坂舞台塾
青少年が舞台芸術に関する 様々な分
野を複合的に学べる 舞台塾を開講し
た。

募集に際し 、 演劇コ ース のある 学校
等への広報に力を注いだ。

塾生： 14人
成果発表公演観覧者
数： 240人

2023年11月～３ 月
※レ ッ ス ン
成果発表公演： 2024年３ 月
23日、 24日

青少年センタ ース タ ジオ
「 HI KARI 」

成果発表公演の一般発売は完売し た。
施設の機能と し ての人
材育成 (ア)

青少年ダンス 講習会
青少年、 教員等を 対象に、 ダンス 創
作の基礎的理論や創作方法の習得を
目的に講習会を 実施し た。

時代のニーズに合ったも のにプロ グ
ラ ムを見直し 、 講習内容を充実さ せ
た。

275人 2023年８ 月９ 日、 10日
青少年センタ ー紅葉坂
ホール、 ス タ ジオ
HI KARI 、 練習室、 研修室

―
施設の機能と し ての人
材育成 (ア)

中･高等学校演劇講習会

中・ 高等学校の生徒と 教員を対象
に、 学校演劇における 基礎的理論と
実技を習得し 、 演劇発表に活用する
こ と を目的に、 演出、 演技、 舞台技
術、 照明、 音響等に係る 総合的な創
造方法を 学習する 機会を 提供し た。

高校演劇発表会で役立つ、 荷台の
ニーズに合ったプロ グラ ム（ ス テー
ジング） を加え、 講習内容を 充実さ
せた。

中学生： 629人

高校生： 483人

中学校： 2023年８ 月５ 日、
６ 日

高等学校： 2023年７ 月30
日、 31日

青少年センタ ー ―
施設の機能と し ての人
材育成 (ア)

青少年の舞台表現のた
めのス キルアッ プク ラ
ス

時代に合っ たよ り 実践的な支援内容
を 幅広く 提供し 、 青少年によ る 演
劇・ ダンス の創造活動の発展向上に
資する こ と を目的と し て、 中高生向
けの先端的なワ ーク ショ ッ ププロ グ
ラ ムを実施し た。

参加者のう ち希望者には講師が演出
する 公演にアンサンブルと し て出演
する 機会を与えら れる こ と と し た。

ダンス 編30人 2024年２ 月13日～15日 青少年センタ ー ―
施設の機能と し ての人
材育成 (ア)

2023年度イ ンタ ーン劇
場運営( KAAT神奈川芸術
劇場)

現場での実務を 通し て、 公立文化施
設のあり 方や、 事業制作・ 劇場運
営・ 舞台技術の基本的な業務につい
て実践的に学ぶ場を提供する イ ン
タ ーンシッ プを 実施し た。

劇場運営コ ース のイ ンタ ーンでは、
KAATカナガワ ・ ツアー・ プロ ジェ ク
ト 第二弾『 箱根山の美女と 野獣』
『 三浦半島の人魚姫』 の公演事業に
関わり 、 制作業務およ び当日運営に
ついて学んだ。 舞台技術コ ース で
は、 実際の公演現場で技術ス タ ッ フ
の指導を 受けながら 実務作業を学
び、 劇場運営の就業体験を行った。

劇場運営コ ース ： ２
人
舞台技術コ ース ： １
人

舞台技術コ ース ： 2024年１
月９ 日～２ 月12日
舞台技術コ ース ： 2024年２
月２ 日～２ 月17日

KAAT神奈川芸術劇場 ―
施設の機能と し ての人
材育成 (ア)
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重点施策に位置付く事業について

重点 事業名 事業の内容 工夫点 参加者数 実施日 実施場所 その他の実績 重点施策名称 項目

劇場体験イ ンタ ーン事
業

公共ホールでの文化事業の実習と し
て、 音楽事業制作と 施設運営の両面
を 学び・ 体験する 事業を 実施し た。

公立文化施設における 文化事業を学
ぶため、 座学で学んだう えで、 制作
の現場を 体験する 内容と し た。

①10人
②２ 人

①2023年８ 月16日、 18日、
19日
2024年2月3日～２ 月27日

県民ホール本館 ―
施設の機能と し ての人
材育成 (ア)

室内オペラ ・ 制作広報
体験イ ンタ ーン事業の
実施

シリ ーズ「 新し い視点」 の『 紅葉坂
プロ ジェ ク ト 』 『 庄司紗矢香』 を中
心的題材に、 制作と 広報を 軸に公共
ホールでの事業実習を含むイ ンタ ー
ンシッ プを 実施し た。

「 新し い視点」 の一環と し て音楽堂
公式アカウ ント でイ ンタ ーンによ る
広報Ｓ Ｎ Ｓ 発信、 公演や企画募集の
チラ シを どこ に掲示する か等の広報
計画作成を行っ た。 ま た文化庁の助
言も あり 、 人数を例年よ り 増やし
た。

６ 人 2023年８ 月29日～９ 月26日 音楽堂 ―
施設の機能と し ての人
材育成 (ア)

昭和音楽大学寄付講座
昭和音楽大学と 連携し 、 劇場職員に
よ る 講義を 実施し た。

学部の「 芸術文化と 社会イ 」 「 芸術
運営論イ 」 の講義を実施し た。 （ ２
科目合同授業）

43人
2023年12月12日
2023年12月19日

昭和音楽大学 ―
施設の機能と し ての人
材育成 (ア)

大学等と 連携し た人材
養成プロ グラ ム（ 県民
ホール）

東京音楽大学と 連携し て、 学生たち
と 教員が声楽、 ピ アノ 、 オルガン公
演を行う 形での人材育成を 実施し
た。

主にホールで実施する 公演事業のリ
ハーサルや上演の機会を活用し て劇
場なら ではの人材育成プロ グラ ムを
実施し た。

10人
2023年10月11日～2024年３
月10日

県民ホール本館 ―
施設の機能と し ての人
材育成 (ア)

舞台技術講座2024

舞台技術者をはじ め、 広く 舞台芸術
に関わる 人たちに安全でよ り 豊かな
創作環境を つく る ための舞台技術を
学ぶ講座。

劇場ス タ ッ フ や外部講師を招き 、 専
門的に学ぶ場を 提供する

①86人
②16人
③25人

①2023年６ 月23日
②2024年３ 月６ 日
③2024年３ 月７ 日

KAAT神奈川芸術劇場 ―
施設の機能と し ての人
材育成 (ア)

劇場運営マネジメ ント
講座

県内の劇場・ 文化施設の施設利用担
当者を主な対象と し 、 専門性を高く
設定し た人材育成講座を 実施し た。

①こ れから のイ ンク ルーシブ社会と
公立文化施設の取組、 ②利用業務の
能力をブラ ッ シュ アッ プする 「 基本
を学びなおす」 の２ つの講座を実施
し た。

①28人
②44人

①2024年２ 月29日
②2024年３ 月27日

県民ホール本館 ―
施設の機能と し ての人
材育成 (ア)

オーディ ショ ン事業
（ 県民ホール）

県民ホールで実施する 公演のオー
ディ ショ ン等によ り 、 若手の芸術家
を 養成する 事業を 実施し た。

主にホールで実施する 公演事業のリ
ハーサルや上演の機会を活用し て劇
場なら ではの人材育成プロ グラ ムを
実施し た。

①25人
②４ 人

①2023年４ 月29日
②2023年８ 月30日

県民ホール本館 ―
施設の機能と し ての人
材育成 (ア)

県民ホール本館の整
備・ 修繕

施設の円滑な運営及び利用者の利便
に供する ための修繕・ 工事等

施設の利用に支障を来すこ と なく 、
適切な時期に工事を実施する こ と が
でき た。

― 通年 県民ホール本館
ピ ンス ポッ ト 修理工事など 、 27件の修
繕・ 工事を 実施し た。

県立文化施設の計画的
な維持･保全･拡充 (イ)

KAAT神奈川芸術劇場の
整備・ 修繕

施設の円滑な運営及び利用者の利便
に供する ための修繕・ 工事等

施設の利用に支障を来すこ と なく 、
適切な時期に工事を実施する こ と が
でき た。

― 通年 KAAT神奈川芸術劇場
ホール吊物機構、 舞台連絡設備改修
（ I TV・ 音声連絡設備） など 、 20件の修
繕・ 工事を 実施し た。

県立文化施設の計画的
な維持･保全･拡充 (イ)

県立音楽堂の整備・ 修
繕

施設の円滑な運営及び利用者の利便
に供する ための修繕・ 工事等

施設の利用に支障を来すこ と なく 、
適切な時期に工事を実施する こ と が
でき た。

― 通年 音楽堂

バッ ク ヤード 電動シャ ッ タ ー修理、 電気
錠バッ テリ ー交換工事、 ホール３ 階南階
段モニタ ー更新工事、 ３ 点吊り マイ ク ワ
イ ヤー交換を実施し た。

県立文化施設の計画的
な維持･保全･拡充 (イ)

県立近代文学館の整
備・ 修繕

施設の円滑な運営及び利用者の利便
に供する ための修繕・ 工事等を実施
し た。

施設の利用に支障を来たすこ と な
く 、 適切な時期に工事を実施する こ
と ができ た。

― 通年 神奈川近代文学館
空調関連設備、 電動書架などの修繕・ 工
事を実施し た。

県立文化施設の計画的
な維持･保全･拡充 (イ)

青少年センタ ーホール
等の整備・ 改修

施設の円滑な運営及び利用者の利便
に供する ための修繕・ 工事等

施設利用者への影響を なる べく 少な
く する よ う に工夫し ながら 、 改修工
事を 実施する 。

― 通年 青少年センタ ーホール等
ホール照明設備の更新、 舞台用エレ ベー
タ ーの改修工事等を行った。

県立文化施設の計画的
な維持･保全･拡充 (イ)
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